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（決算日 2015年 1 月19日）

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。

さて、「ダイワ米国バンクローン・ファン
ド（為替ヘッジあり）2014－07」は、このた
び、第 1 期の決算を行ないました。

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

<2689>

ダイワ米国バンクローン・ファンド
（為替ヘッジあり）2014－07

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 単位型投信／海外／その他資産（バンクローン）
信 託 期 間 約 5 年間（2014年 7 月31日～2019年 7 月19日）

運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長
をめざして運用を行ないます。

主 要 投 資
対 象

当 フ ァ ン ド

イ ．ケイマン籍の外国投資信
託「ＪＰモルガン　トラス
ト 2 －シニア・セキュアー
ド・ローン・ファンド　Ｊ
ＰＹクラス」の受益証券（円
建）

ロ ．ダイワ・マネーストック・
マザーファンドの受益証券

ダイワ・マネー
ストック・マ
ザーファンド

円建ての債券

当ファンドの
運 用 方 法

①主として、ＪＰモルガン トラスト 2 －
シニア・セキュアード・ローン・ファンド
　ＪＰＹクラスの受益証券への投資を通じ
て、米ドル建ての担保付バンクローン（貸
付債権）等に投資することにより、安定的
なインカム収益の確保と信託財産の着実な
成長をめざして運用を行ないます。
②当ファンドは、ＪＰモルガン　トラスト
2 －シニア・セキュアード・ローン・ファ
ンド ＪＰＹクラスとダイワ・マネーストッ
ク・マザーファンドに投資するファンド・
オブ・ファンズです。通常の状態で、ＪＰ
モルガン　トラスト 2 －シニア・セキュアー
ド・ローン・ファンド　ＪＰＹクラスへの
投資割合を高位に維持することを基本とし
ます。
③ＪＰモルガン　トラスト 2 －シニア・セ
キュアード・ローン・ファンド　ＪＰＹク
ラスでは、為替変動リスクを低減するため、
為替ヘッジを行ないます。

マザーファンド
の 運 用 方 法

円建資産への投資にあたっては、残存期間
が 1 年未満、取得時においてＡ－ 2 格相当
以上の債券およびコマーシャル・ペーパー
に投資することを基本とします。

組 入 制 限 投資信託証券への投資割合には、制限を設
けません。

分 配 方 針

分配対象額は、元本超過額または経費控除後
の配当等収益のうちいずれか多い額とし、
原則として、経費控除後の配当等収益の中
から分配することをめざします。ただし、
基準価額の水準等を勘案し、元本超過額も
含めて分配を行なうことがあります。なお、
分配対象額が少額の場合には、分配を行な
わないことがあります。



ダイワ米国バンクローン・ファンド（為替ヘッジあり）2014－07

■設定以来の運用実績

決　　算　　期
基　　準　　価　　額

受益者
利回り

公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

元　本
残存率（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落額

期　中
騰落率

円 円 円 ％ ％ ％ ％ ％
設　定（₂₀₁₄年 ₇ 月₃₁日） ₁₀, ₀₀₀ ― ― ― ― ― ― ₁₀₀. ₀
₁ 期末（₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日） ₉, ₆₇₀ ₁₀₀ △ ₂₃₀ △ ₂. ₃ △ ₄. ₉ ₀. ₀ ₉₈. ₈ ₉₆. ₇

（注 ₁ ）基準価額の騰落額および騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₃ ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
（注 ₄ ）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

■当期中の基準価額の推移
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（注）期末の基準価額は、分配金込みです。
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ダイワ米国バンクローン・ファンド（為替ヘッジあり）2014－07

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

設定時：₁₀, ₀₀₀円　期末：₉, ₆₇₀円（分配金₁₀₀円）　騰落率：△₂. ₃％（分配金込み）
【基準価額の主な変動要因】

米国担保付貸付債権（バンクローン）市場およびハイ・イールド債券市場は原油価格の下落など商品市況の低迷を受け
て、金属やエネルギー関連セクターが主導して軟調な展開となり、基準価額は値下がりしました。

◆投資環境について
○米国債券市況

米国債券利回りは、金利低下しました。₂₀₁₄年 ₉ 月前半に、米国の金融緩和姿勢の後退観測から金利は上昇しました
が、その後は原油価格の下落が物価指標に低下圧力を及ぼしたほか、世界景気見通しの鈍化、₁₀月末の日銀の追加金融緩
和、ＥＣＢ（欧州中央銀行）の国債購入策への期待の高まりを背景に低下傾向が続きました。

当ファンドの投資対象である米国担保付貸付債権（バンクローン）やハイ・イールド債券市場は、原油価格の急速な下
落など商品市況の低迷を受けてリスク回避的な展開が続き、エネルギー関連や金属／鉱物セクターが主導する形で軟調な
展開となりました。

○短期金利市況
日銀は、₂₀₁₄年₁₀月末の金融政策決定会合において追加金融緩和を決定するなど、大規模な量的・質的金融緩和など主

要政策を継続しており、日本の短期金利は低位で推移しました。
一方、米国では2014年₁₀月にＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が量的金融緩和の終了を決定しましたが、政策金利の

誘導目標レンジは ₀ ～₀. ₂₅％で据え置かれました。

年　　月　　日
基 準 価 額 公　　社　　債

組　入　比　率
投　資　信　託
受　益　証　券
組　入　比　率騰　落　率

円 ％ ％ ％
（設定）₂₀₁₄年 ₇ 月₃₁日 ₁₀, ₀₀₀ ― ― ― 

₇ 月末 ₁₀, ₀₀₀ ₀. ₀ ₀. ₀ ― 
₈ 月末 ₁₀, ₀₂₄ ₀. ₂ ₀. ₀ ₉₉. ₂ 
₉ 月末 ₉, ₉₁₆ △ ₀. ₈ ₀. ₀ ₉₉. ₄ 
₁₀月末 ₉, ₉₂₈ △ ₀. ₇ ₀. ₀ ₉₉. ₅ 
₁₁月末 ₉, ₉₅₅ △ ₀. ₅ ₀. ₀ ₉₉. ₇ 
₁₂月末 ₉, ₇₇₂ △ ₂. ₃ ₀. ₀ ₁₀₀. ₀ 

（期末）₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日 ₉, ₇₇₀ △ ₂. ₃ ₀. ₀ ₉₈. ₈ 
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は設定比。
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ダイワ米国バンクローン・ファンド（為替ヘッジあり）2014－07

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

当ファンドは、ＪＰモルガン　トラスト ₂ －シニア・セキュアード・ローン・ファンド　ＪＰＹクラスとダイワ・マ
ネーストック・マザーファンドに投資するファンド・オブ・ファンズです。期を通じてＪＰモルガン　トラスト ₂ －シニ
ア・セキュアード・ローン・ファンド　ＪＰＹクラスへの投資割合を高位に維持し、安定した収益の確保と信託財産の着
実な成長をめざして運用を行ないました。

○ＪＰモルガン　トラスト 2 －シニア・セキュアード・ローン・ファンド　ＪＰＹクラス
米ドル建ての担保付貸付債権（バンクローン）等に投資し、安定的なインカム収益の確保をめざして運用を行ないまし

た。
○ダイワ・マネーストック・マザーファンド

資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま
した。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークや参考指数を設けておりません。

◆収益分配金
収益分配金につきましては、経費等を勘案して ₁ 万口当り₁₀₀円の収益分配を行ないました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

《今後の運用方針》

○当ファンド
当ファンドは、ＪＰモルガン　トラスト ₂ －シニア・セキュアード・ローン・ファンド　ＪＰＹクラスの受益証券への投

資割合を高位に保つことによって、米ドル建ての担保付貸付債権（バンクローン）等に投資し、信託財産の着実な成長と安
定した収益の確保をめざして運用を行ないます。

○ＪＰモルガン　トラスト 2 －シニア・セキュアード・ローン・ファンド　ＪＰＹクラス
米国バンクローンおよびハイ・イールド債の中でも格上げを見込めるファンダメンタルズの改善基調にある銘柄やリスク

対比で魅力的な銘柄の選定を行なってまいります。また、クレジットの劣化に迅速に対応することでパフォーマンスの向上
に努める方針です。

○ダイワ・マネーストック・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま

す。
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ダイワ米国バンクローン・ファンド（為替ヘッジあり）2014－07

■売買および取引の状況
（1）投資信託受益証券

（₂₀₁₄年 ₇ 月₃₁日から₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日まで）
買 付 売 付

口 数 金 額 口 数 金 額

外　国
（邦貨建）

千口 千円 千口 千円

₄₁, ₁₅₉. ₇₆₂ ₄, ₁₂₈, ₆₀₂ ₂, ₁₀₉. ₈₇₇  ₂₀₁, ₉₆₆ 

（注 ₁ ）買付は、外国投資信託から支払われた分配金による再投資分を含みます。
（注 ₂ ）金額は受渡し代金。
（注 ₃ ）金額の単位未満は切捨て。

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₇. ₃₁～₂₀₁₅. ₁. ₁₉）
金　額 比　率

信託報酬  ₅₅円 ₀. ₅₅₀％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₉, ₉₁₁円です。

（投信会社）  （₁₈）  （₀. ₁₇₉） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₃₆）  （₀. ₃₅₈） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₁）  （₀. ₀₁₃） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  ₀   ₀. ₀₀₄  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₄） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　　　計  ₅₅   ₀. ₅₅₄  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託手数
料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。 
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して₁₀₀を乗じたものです。 

（2）親投資信託受益証券の設定・解約状況
（₂₀₁₄年 ₇ 月₃₁日から₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日まで）

設 定 解 約
口 数 金 額 口 数 金 額

ダイワ・マネー
ス ト ッ ク・
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

₉ ₁₀ ― ― 

（注）単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年 ₇ 月₃₁日から₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円

JPMORGAN TRUST₂ SENIOR 
SECURED LOAN FUND CLASS 
B JPY CLASS（ケイマン諸島）  

₃₉, ₄₂₅. ₇₅₉ ₃, ₉₆₀, ₀₀₀ ₁₀₀ 
JPMORGAN TRUST₂ SENIOR 
SECURED LOAN FUND CLASS 
B JPY CLASS（ケイマン諸島）  

₂, ₁₀₉. ₈₇₇ ₂₀₁, ₉₆₆ ₉₅ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。
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ダイワ米国バンクローン・ファンド（為替ヘッジあり）2014－07

■利害関係人との取引状況
（1） 当ファンドにおける期中の利害関係人との取引状況

当期中における利害関係人との取引はありません。

（2） ダイワ・マネーストック・マザーファンドにおける期
中の利害関係人との取引状況

（₂₀₁₄年 ₇ 月₃₁日から₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日まで）
決 算 期 当 期

区 分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況 D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公 社 債 ₃, ₄₈₉  ₄₂₉  ₁₂. ₃  ― ― ― 

コール・ローン ₄₃, ₇₉₂  ― ― ― ― ― 
（注）平均保有割合₀. ₀％
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファン

ドのマザーファンド所有口数の割合。

（₃） 期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人への支
払比率
　当期中における売買委託手数料の利害関係人への支
払いはありません。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第₁₁条第 ₁ 項に規定される
利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証券で
す。

■組入資産明細表
（1） ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンド

の明細

ファンド名
当　　　　期　　　　末

口　　数 評 価 額 比　率
千口 千円 ％

外国投資信託受益証券
（ケイマン諸島）  
JPMORGAN TRUST2 SENIOR SECURED 
LOAN FUND CLASS B JPY CLASS ₃₉, ₀₄₉. ₈₈₅  ₃, ₆₈₉, ₉₀₁  ₉₈. ₈ 

（注 ₁ ）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₂ ）評価額の単位未満は切捨て。

（2）親投資信託残高

種 類 当　　　期　　　末
口　　数 評 価 額

千口 千円
ダ イ ワ ・ マ ネ ー ス ト ッ ク・
マ ザ ー フ ァ ン ド ₉ ₁₀ 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日現在

項 目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 ₃, ₆₈₉, ₉₀₁  ₉₇. ₂ 

ダイワ・マネーストック・マザーファンド ₁₀  ₀. ₀ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₁₀₄, ₉₈₀  ₂. ₈ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₃, ₇₉₄, ₈₉₁  ₁₀₀. ₀ 
（注）評価額の単位未満は切捨て。
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ダイワ米国バンクローン・ファンド（為替ヘッジあり）2014－07

■損益の状況
当期　自₂₀₁₄年 ₇ 月₃₁日　至₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 168， 646， 1₇1円

受 取 配 当 金 ₁₆₈, ₆₀₂, ₁₅₅  
受 取 利 息 ₄₄, ₀₁₆  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  9， ₇1₇， ₇18  
売 買 益 ₆  
売 買 損 △  ₉, ₇₁₇, ₇₂₄  

（Ｃ）有価証券評価差損益 △  22₇， 016， 698  
（Ｄ）信 託 報 酬 等 △  21， 6₇₃， ₇11  
（Ｅ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） △  89， ₇61， 956  
（Ｆ）解 約 差 損 益 金 1， 0₃₇， 602  
（Ｇ）合 計（Ｅ＋Ｆ） △  88， ₇24， ₃54  
（Ｈ）収 益 分 配 金 △  ₃8， 624， 0₃2  

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） △  12₇， ₃48， ₃86  
（注 ₁ ）有価証券評価差損益は、有価証券の期末の評価損益と期首との差額です。
（注 ₂ ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま

す。
（注 ₃ ） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 ₄ ）収益分配金の計算過程

・ 計算期間末における経費控除後の配当等収益が₁₄₃, ₅₇₈, ₁₀₄円であり、純
資産額の元本超過額がないため、経費控除後の配当等収益₁₄₃, ₅₇₈, ₁₀₄円
（ ₁ 万口当り₃₇₁. ₇₃円）を分配対象額として、うち₃₈, ₆₂₄, ₀₃₂円（ ₁ 万
口当り₁₀₀円）を分配金額としております。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 ₃， 881， 165， 895円

コ ー ル   ・ ロ ー ン 等 ₁₈, ₇₀₆, ₁₅₆  
投 資 信 託 受 益 証 券（評価額） ₃, ₆₈₉, ₉₀₁, ₇₃₈  
ダイワ・マネーストック・マザーファンド（評価額） ₁₀, ₀₀₁  
未 収 入 金 ₁₇₂, ₅₄₈, ₀₀₀  

（Ｂ）負 債 146， 110， 98₃  
未 払 金 ₈₆, ₂₇₄, ₀₀₀  
未 払 収 益 分 配 金 ₃₈, ₆₂₄, ₀₃₂  
未 払 信 託 報 酬 ₂₁, ₀₆₃, ₇₄₉  
そ の 他 未 払 費 用 ₁₄₉, ₂₀₂  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） ₃， ₇₃5， 054， 912  
元 本 ₃, ₈₆₂, ₄₀₃, ₂₉₈  
次 期 繰 越 損 益 金 △  ₁₂₇, ₃₄₈, ₃₈₆  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 ₃， 862， 40₃， 298口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 9， 6₇0円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₉, ₆₇₀円です。
＊ 当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は₁₂₇, ₃₄₈, ₃₈₆円です。
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ダイワ米国バンクローン・ファンド（為替ヘッジあり）2014－07

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
1 万 口 当 り 分 配 金（税込み） 100円

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類になりま
したが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の ₃ 分の 2 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の ₃ 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金については、₂₀. ₃₁₅％（所得税₁₅％、復興特別所得税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申告不

要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択すること
もできます。

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

■組入資産明細表
　下記は、2015年 1 月19日現在におけるダイワ・マネーストック・マザーファンド（₃， ₇65， 6₃₇千口）の内容です。

＜補足情報＞
　当ファンド（ダイワ米国バンクローン・ファンド（為替ヘッジあり）2014－07）が投資対象としている「ダイワ・マ
ネーストック・マザーファンド」の決算日（2014年₁₂月 ₉ 日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファ
ンドの決算日（₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日）現在におけるダイワ・マネーストック・マザーファンドの組入資産の内容等を ₈ ペー
ジに併せて掲載いたしました。

■ダイワ・マネーストック・マザーファンドの主要な売買銘柄
公　 社　 債

（2014年 ₇ 月31日から2015年 ₁ 月₁₉日まで）
買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付

銘 柄 金 額 銘 柄 金 額
千円 千円

₄₉₆ 国庫短期証券  ₂₀₁₅⊘₃⊘₉ ₁, ₀₉₉, ₉₉₈ 
₄₃₈ 国庫短期証券  ₂₀₁₅⊘₃⊘₂₀ ₉₉₉, ₉₉₈ 
₅₀₂ 国庫短期証券  ₂₀₁₅⊘₃⊘₃₀ ₁₉₉, ₉₉₉ 
₄₆₄ 国庫短期証券  ₂₀₁₅⊘₁⊘₁₄ ₁₄₉, ₉₉₉ 
₄₉₇ 国庫短期証券  ₂₀₁₅⊘₃⊘₁₆ ₁₄₉, ₉₉₈ 
₄₁₉ 国庫短期証券  ₂₀₁₄⊘₁₂⊘₂₂ ₉₉, ₉₉₉ 
₄₇₈ 国庫短期証券  ₂₀₁₅⊘₃⊘₁₀ ₉₉, ₉₉₉ 
₄₇₇ 国庫短期証券  ₂₀₁₄⊘₁₂⊘₈ ₉₉, ₉₉₆ 
₄₇₅ 国庫短期証券  ₂₀₁₄⊘₁₁⊘₂₅ ₉₉, ₉₉₂ 
₄₉₃ 国庫短期証券  ₂₀₁₅⊘₂⊘₂₃ ₈₉, ₉₉₈ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

（1）国内（邦貨建）公社債（種類別）
₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日現在

区 分 額　面　金　額 評 価 額 組入比率
う ち Ｂ Ｂ 格
以 下 組 入
比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
₅ 年以上 ₂ 年以上 ₂ 年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国 債 証 券 ₂, ₇₁₀, ₀₀₀  ₂, ₇₀₉, ₉₉₃  ₇₁. ₇  ― ― ― ₇₁. ₇ 

（注 ₁ ）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 ₂ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

（2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日現在

区 分 銘 柄 年 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日
％ 千円 千円

国債証券 ₄₉₀ 国庫短期証券 ― ₇₀, ₀₀₀ ₆₉, ₉₉₉ ₂₀₁₅/₀₂/₀₉ 
₄₉₃ 国庫短期証券 ― ₉₀, ₀₀₀ ₈₉, ₉₉₉ ₂₀₁₅/₀₂/₂₃ 
₄₉₆ 国庫短期証券 ― ₁, ₁₀₀, ₀₀₀ ₁, ₀₉₉, ₉₉₉ ₂₀₁₅/₀₃/₀₉ 
₄₇₈ 国庫短期証券 ― ₁₀₀, ₀₀₀ ₉₉, ₉₉₉ ₂₀₁₅/₀₃/₁₀ 
₄₉₇ 国庫短期証券 ― ₁₅₀, ₀₀₀ ₁₄₉, ₉₉₈ ₂₀₁₅/₀₃/₁₆ 
₄₃₈ 国庫短期証券 ― ₁, ₀₀₀, ₀₀₀ ₉₉₉, ₉₉₈ ₂₀₁₅/₀₃/₂₀ 
₅₀₂ 国庫短期証券 ― ₂₀₀, ₀₀₀ ₁₉₉, ₉₉₉ ₂₀₁₅/₀₃/₃₀ 

合　　計
銘  柄  数 ₇銘柄 

金　　 額 ₂, ₇₁₀, ₀₀₀ ₂, ₇₀₉, ₉₉₃ 
（注）単位未満は切捨て。
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

運用報告書　第 5 期　（決算日　2014年12月 9 日）

（計算期間　₂₀₁₃年₁₂月₁₀日～₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日）

　ダイワ・マネーストック・マザーファンドの第 ₅ 期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
主要投資対象 円建ての債券

運 用 方 法
①円建ての債券を中心に投資し、安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
②円建資産への投資にあたっては、残存期間が ₁ 年未満、取得時においてＡ－ ₂ 格相当以上の
債券およびコマーシャル・ペーパーに投資することを基本とします。

株式組入制限 純資産総額の₁₀％以下

東京都千代田区丸の内一丁目 9 番 1 号
h t t p : / / w w w . d a i w a－a m . c o . j p /
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

■当期中の基準価額の推移

年　 月　 日
基 　準 　価 　額 公 社 債

組入比率騰 落 率
円 ％ ％

（期首）₂₀₁₃年₁₂月 ₉ 日 ₁₀, ₀₃₄ ― ₆₉. ₆
₁₂月末 ₁₀, ₀₃₅ ₀. ₀ ₆₃. ₀

₂₀₁₄年 ₁ 月末 ₁₀, ₀₃₅ ₀. ₀ ₇₀. ₉
₂ 月末 ₁₀, ₀₃₆ ₀. ₀ ₆₅. ₈
₃ 月末 ₁₀, ₀₃₆ ₀. ₀ ₆₇. ₁
₄ 月末 ₁₀, ₀₃₇ ₀. ₀ ₆₉. ₁
₅ 月末 ₁₀, ₀₃₇ ₀. ₀ ₆₉. ₁
₆ 月末 ₁₀, ₀₃₇ ₀. ₀ ₆₇. ₆
₇ 月末 ₁₀, ₀₃₈ ₀. ₀ ₇₂. ₅
₈ 月末 ₁₀, ₀₃₈ ₀. ₀ ₇₃. ₁
₉ 月末 ₁₀, ₀₃₈ ₀. ₀ ₆₈. ₈
₁₀月末 ₁₀, ₀₃₉ ₀. ₀ ₆₄. ₆
₁₁月末 ₁₀, ₀₃₉ ₀. ₀ ₆₄. ₆

（期末）₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日 ₁₀, ₀₃₉ ₀. ₀ ₅₈. ₅
（注 ₁ ）騰落率は期首比。
（注 ₂ ） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除き

ます。
（注 ₃ ） 当ファンドは、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なっており、ベ

ンチマークおよび参考指数はありません。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₁₀, ₀₃₄円　期末：₁₀, ₀₃₉円　騰落率：₀. ₀％
【基準価額の主な変動要因】

利息収入により、基準価額は値上がりしました。
◆投資環境について

期を通じて、日銀は金融市場調節の操作目標をマネタリーベースと
する量的・質的金融緩和政策を維持しました。また、₂₀₁₄年₁₀月末に
は追加金融緩和を実施し、長期国債を中心とする資産買い入れを一層
拡大しました。このような日銀の金融政策を背景に、短期金融市場で
はおおむね低位での金利水準が続き、無担保コール翌日物金利は
₀. ₀₆％台を中心に推移しました。国庫短期証券（ ₃ カ月物）の利回り
は₀. ₀₆％程度で始まりましたが、日銀の買い入れによる需給ひっ迫等
を背景に、△₀. ₀₁％程度まで低下して期末を迎えました。

◆前期における「今後の運用方針」
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短

期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってまいります。
◆ポートフォリオについて

短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産による安定運用
を行ないました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークや参考

指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　引続き、資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等
の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってまいります。

10, 045

10, 040

10, 035

10, 030

10, 025

（円）

期　首
（2013. 12. 9）

期　末
（2014. 12. 9）

基準価額

■売買および取引の状況
公　 社　 債

（₂₀₁₃年₁₂月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日まで）
買 付 額 売 付 額

国 

内

千円 千円

国 債 証 券 ₂, ₅₉₉, ₇₇₄ ― 
（ ₂, ₆₉₀, ₀₀₀） 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 ₃ ）単位未満は切捨て。

■ 1 万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 ―円

有価証券取引税 ―

その他費用 ―
合　　　　　　　計 ―

（注） 費用の項目および算出法については前掲の「 ₁ 万口当りの費用の明細」の項
目の概要をご参照ください。
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公    社    債 ₄₇₉, ₉₉₅ ₅₈. ₅ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₃₄₀, ₃₁₉ ₄₁. ₅ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₈₂₀, ₃₁₅ ₁₀₀. ₀ 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 820, ₃15, 28₇円

コ ー ル  ・ ロ ー ン 等 ₃₄₀, ₃₁₉, ₄₄₉  
公 社 債（評価額） ₄₇₉, ₉₉₅, ₈₃₈  

（Ｂ）負 債 ―  
（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 820, ₃15, 28₇  

元 本 ₈₁₇, ₁₃₆, ₉₀₈  
次 期 繰 越 損 益 金 ₃, ₁₇₈, ₃₇₉  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 81₇, 1₃6, 908口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 0₃9円

＊ 期首における元本額は₈₁₅, ₈₈₁, ₇₉₃円、当期中における追加設定元本額は₃₅₈, ₁₅₃, ₃₇₈円、
同解約元本額は₃₅₆, ₈₉₈, ₂₆₃円です。

＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイワ・グロー
バル・ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジあり）₉₉₈円、ダイワ米国担保付貸付債権
ファンド（為替ヘッジあり）₁₁₂, ₅₉₄, ₆₆₀円、ダイワ米国担保付貸付債権ファンド（為替
ヘッジなし）₇₃, ₇₃₄, ₅₅₆円、ダイワ米国バンクローン・ファンド（為替ヘッジあり）₂₀₁₄
－₀₇　₉, ₉₆₃円、ダイワ米国バンクローン・ファンド（為替ヘッジあり）₂₀₁₄－₀₉　₉, ₉₆₃
円、ダイワ米国バンクローン・ファンド（為替ヘッジあり）₂₀₁₄－₁₁　₉, ₉₆₂円、新興国
ソブリン・豪ドルファンド（毎月決算型）₉₉₉円、新興国ソブリン・ブラジルレアルファ
ンド（毎月決算型）₉₉₉円、新興国ソブリン・ファンド（為替ヘッジあり／毎月決算型）
₉₉₉円、アジア高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり／毎月決算型）₉₉₉円、りそな毎月
払出し・豪ドル債ファンド Ａコース₄, ₉₈₈, ₅₂₇円、りそな毎月払出し・豪ドル債ファン
ド Ｂコース₂, ₄₉₄, ₂₆₄円、りそな毎月払出し・豪ドル債ファンド Ｃコース₉₉₉, ₁₉₇円、り
そな毎月払出し・豪ドル債ファンド ₂  Ａコース₆₉₈, ₂₅₅円、りそな毎月払出し・豪ドル債
ファンド ₂  Ｂコース₄₅₈, ₈₅₃円、りそな毎月払出し・豪ドル債ファンド ₃  Ａコース
₁, ₉₉₄, ₄₁₆円、りそな毎月払出し・豪ドル債ファンド ₃  Ｂコース₆₄₈, ₁₈₆円、りそな毎月
払出し・豪ドル債ファンド ₃  Ｃコース₁₇₉, ₄₉₈円、世界優先証券ファンド（為替ヘッジあ
り／限定追加型）₉₉₈円、ＵＳ短期ハイ・イールド社債ファンド（為替ヘッジあり／毎月
決算型）₃, ₉₈₈, ₈₃₂円、ＵＳ短期高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり／年 ₁ 回決算型）
₄, ₉₈₄円、ダイワ／シュローダー・グローバル高利回りＣＢファンド（限定追加型）為替
ヘッジあり₇, ₀₀₉, ₀₀₁円、ダイワ／シュローダー・グローバル高利回りＣＢファンド（限
定追加型）為替ヘッジなし₉₀₄, ₂₂₁円、ダイワ／モルガン・スタンレー新興 ₄ カ国不動産
関連ファンド　－成長の槌音（つちおと）－　₁₁, ₀₀₀, ₀₀₀円、ダイワ／ハリス世界厳選株
ファンド・マネー・ポートフォリオ₂₇₇, ₉₃₉, ₄₈₃円、ダイワ・アセアン内需関連株ファン
ド・マネー・ポートフォリオ₁₅₅, ₆₈₁, ₁₉₇円、ダイワ米国高利回り不動産証券ファンド
₁₉, ₉₄₂, ₁₆₈円、通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グローバル・グレートコンシュー
マー株式ファンドⅡ 豪ドル・コース（毎月分配型）₄, ₁₈₄, ₅₁₈円、通貨選択型ダイワ／ミ
レーアセット・グローバル・グレートコンシューマー株式ファンドⅡ ブラジル・レア
ル・コース（毎月分配型）₁₂, ₉₅₂, ₀₇₈円、通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グローバ
ル・グレートコンシューマー株式ファンドⅡ 通貨セレクト・コース（毎月分配型）
₄, ₉₈₁, ₅₆₉円、ダイワＵＳ短期ハイ・イールド社債ファンド（為替ヘッジあり／年 ₁ 回決
算型）₁₉₉, ₂₉₅円、ダイワ先進国リートα 為替ヘッジあり（毎月分配型）₃₉₉, ₀₈₃円、ダ
イワ先進国リートα 為替ヘッジなし（毎月分配型）₉₉, ₇₇₁円、通貨選択型ダイワ先進国
リートα 円ヘッジコース（毎月分配型）₃₉₉, ₀₈₃円、通貨選択型ダイワ先進国リート
α 通貨セレクトコース（毎月分配型）₉₉, ₇₇₁円、ダイワ／ミレーアセット・グローバ
ル・グレートコンシューマー株式ファンド（為替ヘッジあり）₂₀, ₀₁₆, ₇₂₅円、ダイワ／ミ
レーアセット・グローバル・グレートコンシューマー株式ファンド（為替ヘッジなし）
₄, ₀₀₀, ₉₅₉円、ダイワ／ミレーアセット・アジア・セクターリーダー株ファンド
₄₉, ₈₅₀, ₄₄₉円、ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリター
ンズ－ 日本円・コース（毎月分配型）₃₉₈, ₇₆₄円、ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選
択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－ 豪ドル・コース（毎月分配型）₉₉, ₆₉₁円、ダ
イワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－　ブラジ
ル・レアル・コース（毎月分配型）₃₉₈, ₇₆₄円、ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）
－ジャパン・トリプルリターンズ－　米ドル・コース（毎月分配型）₃₉₈, ₇₆₄円、ダイワ
日本株ストラテジーα（通貨選択型）－ジャパン・トリプルリターンズ－ 通貨セレクト・
コース（毎月分配型）₁, ₉₉₃, ₈₂₀円、通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグル
アイⅡ－　予想分配金提示型 日本円・コース₃, ₄₈₈, ₈₃₆円、通貨選択型ダイワ米国厳選株
ファンド　－イーグルアイⅡ－　予想分配金提示型 豪ドル・コース₂, ₄₉₂, ₀₂₆円、通貨選
択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイⅡ－　予想分配金提示型 ブラジル・レ
アル・コース₃, ₄₈₈, ₈₃₆円、通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイⅡ－　
予想分配金提示型 米ドル・コース₁₉, ₉₃₆, ₂₀₅円、通貨選択型ダイワ米国厳選株ファン
ド　－イーグルアイⅡ－　予想分配金提示型 通貨セレクト・コース₁₁, ₉₆₁, ₇₂₃円で
す。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₁₀, ₀₃₉円です。

■主要な売買銘柄
公　 社　 債

（2013年12月10日から2014年12月 ₉ 日まで）
当　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　付 売　　　　　　付
銘　　　　柄 金　額 銘　　　　柄 金　額

千円 千円
₄₆₄ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₁/₁₄ ₁₄₉, ₉₉₉ 
₄₁₉ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₂/₂₂ ₉₉, ₉₉₉ 
₄₇₇ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₂/₈ ₉₉, ₉₉₆ 
₄₇₅ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₁/₂₅ ₉₉, ₉₉₂ 
₄₅₄ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₈/₂₅ ₉₉, ₉₉₀ 
₄₃₃ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₅/₂₆ ₉₉, ₉₈₈ 
₄₉₃ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₂/₂₃ ₈₉, ₉₉₈ 
₄₇₃ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₁/₁₇ ₇₉, ₉₉₅ 
₄₅₂ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₈/₁₈ ₇₉, ₉₉₁ 
₄₃₁ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₅/₁₉ ₇₉, ₉₉₁ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1）国内（邦貨建）公社債（種類別）

作成期 当　　　　　　　　　期　　　　　　　　　末

区　分 額面金額 評価額 組入比率
うちＢＢ
格 以 下
組入比率

残存期間別組入比率
₅ 年以上 ₂ 年以上 ₂ 年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 ₄₈₀, ₀₀₀ ₄₇₉, ₉₉₅ ₅₈. ₅ ― ― ― ₅₈. ₅ 
（注 ₁ ）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 ₂ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

（2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
当　　　　　　　　　期　　　　　　　　　末

区　分 銘　　柄 年利率 額面金額 評価額 償還年月日
％ 千円 千円

国債証券 ₄₇₉ 国庫短期証券 ― ₇₀, ₀₀₀ ₆₉, ₉₉₉ ₂₀₁₄/₁₂/₁₅ 
₄₁₉ 国庫短期証券 ― ₁₀₀, ₀₀₀ ₉₉, ₉₉₉ ₂₀₁₄/₁₂/₂₂ 
₄₆₄ 国庫短期証券 ― ₁₅₀, ₀₀₀ ₁₄₉, ₉₉₉ ₂₀₁₅/₀₁/₁₄ 
₄₉₀ 国庫短期証券 ― ₇₀, ₀₀₀ ₆₉, ₉₉₇ ₂₀₁₅/₀₂/₀₉ 
₄₉₃ 国庫短期証券 ― ₉₀, ₀₀₀ ₈₉, ₉₉₈ ₂₀₁₅/₀₂/₂₃ 

合計 銘柄数 ₅銘柄 
金 額 ₄₈₀, ₀₀₀ ₄₇₉, ₉₉₅ 

（注）単位未満は切捨て。
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

■損益の状況
当期　自₂₀₁₃年₁₂月₁₀日　至₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 42₃, 2₃4円

受 取 利 息 ₄₂₃, ₂₃₄  
（Ｂ）有価証券売買損益 2, 048  

売 買 益 ₂, ₀₄₈  
（Ｃ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ） 425, 282  
（Ｄ）前期繰越損益金 2, 80₃, ₃4₃  
（Ｅ）解 約 差 損 益 金 △  1, ₃21, 868  
（Ｆ）追加信託差損益金 1, 2₇1, 622  
（Ｇ）合 計（Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） ₃, 1₇8, ₃₇9  

次期繰越損益金（Ｇ） ₃, 1₇8, ₃₇9  
（注 ₁ ） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

《お知らせ》
●書面決議手続きの改正について

　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の ₃ 分の 2 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の ₃ 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。
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